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 今日も基本数値の使い方についてご説明します。９・１７・２６・３３・４２・６５という基本数

値（前回までのリポート参照）のなかで、２６を絶対数と呼んでいます。言葉通り絶対的な数である
わけです。ですから、直近の安値から高値までが２６日、週足を使うなら２６週。あるいは直近の高

値から安値までが２６日（２６週）これに該当する所は有力な変化日とみなければなりません。 
 安値から安値までが２６日（２６週）、高値から高値までが２６日(２６週)。これでもかまいませ
ん。やはり有力な変化日です。 
 もちろん、いつもちょうどピッタリというわけにはいきません。１～２日（1～２週）の誤差は見
ておかなければなりません。 
 ただ、肝要なことは、単に２６日（２６週）に該当するから有力な変化日とは限りません。２６日
（２６週）に該当する上に、なおかつ計算値（計算値の出し方は３月７日号のリポート参照）に届い

たら、これまでのトレンドが転換することが多いのです。 
 4063 信越化学の週足チャートをご覧下さい。昨年１０月安値 3260 円から今年３月高値 5920 円ま

での日柄は２５週。絶対数である２６週に対する誤差１週であるわけです。 
 なおかつ V 計算値の 5770 円を達成。N 計算値の 5970 円にも近い…。 
 このように有力な変化日に計算値に届く所まで上げたら天井をつけることが多いと覚えておいて
ください。        
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このレポートは投資の判断となる情報の提供を目的としたものです。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるように

お願い致します。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 


